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 研究要旨 

プラダー・ウィリ症候群（PWS）は、乳児期早期の筋緊張低下、乳児期以降の過食と高度の肥満傾向

およびその結果としての糖・脂質代謝異常、性腺機能低下、成長障害、行動異常など、生涯にわたり

QOLの低下を招く難病である。本研究ではPWSのトランジション、成人期の患者の諸問題に対する課題

の抽出を行い、その解決に向けた議論を行った。PWSのトランジション、成人期医療については、ま

だまだ論文による報告も少なく、日本における各施設においても体系的な対応がとられていないこ

と、診療や連携システムも不十分なことが明らかになった。また成人期におけるGH補充療法の有用性

の確立、保険適用の拡大も課題である。これらの課題を解決するためには、このような横断的な班会

議における課題の抽出と、小児科、内分泌代謝内科のより緊密な連携が重要である。 
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Ａ．研究目的 

プラダー・ウィリ症候群のトランジション、

成人期の患者の諸問題に対する課題の抽出 

 

Ｂ．研究方法 

文献的な情報の収集とともに、本班会議、近畿

内分泌トランジションを考える会などの研究

会、学会における議論を行い、課題の抽出、解

決法の検討を行った。 

 

(倫理面への配慮) 

患者について議論するときには個人情報保護に

配慮した。 

 

Ｃ．研究結果   

プラダー・ウィリ症候群のトランジションにつ

いては、まだまだ論文による報告も少なく、日

本における各施設においても体系的な対応がと

られていないこと、診療や連携システムも不十

分なことが明らかになった。また成人期におけ

るGH補充療法の有用性の確立、保険適用の拡

大も課題である。 

 

Ｄ．考察 

結果に記載した問題だけではなく、成人期にお

いては、本疾患特有の問題（患者の性格や保護

者による対応が困難な点など）に対する対応の

方法を工夫することが重要な課題である。 

 

Ｅ．結論 

プラダー・ウィリ症候群のトランジション、成

人期には多くの課題が存在する。このような横

断的な班会議における課題の抽出と、小児科、

内分泌代謝内科のより緊密な連携が重要であ

る。 
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動向 内分泌疾患と NAFLD/NASH 日本臨
床, 2019 77 884-888 
 

30. 高橋 裕 間脳下垂体疾患におけるトラ
ンジション-成人科の立場から- 最新医
学, 2019 74 637-641 

 
31. 高橋 裕 加齢とホルモンの連関 成長

ホルモンと IGF-I 内分泌・糖尿病・代謝
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2019 5 月岐阜 

 



10. 高橋 裕 下垂体機能低下症を呈する新た
な疾患の発見と発症機序の解明（ランチョ
ンセミナー）第 92回内分泌学会学術総会 
2019 5 月仙台 
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Ｇ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含
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1. 特許取得  
 
2. 実用新案登録 
 

3. その他 

 

 

 
 

 

健康危険情報があるようでしたら記載くださ

い。 

研究代表者の方でまとめて総括報告書に記載い

たします。 

                                            
                   

    


